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西脇多可行政事務組合（以下「組合」という。）は、「ともに進める“ごみ減量”と“資源循環”」

を基本理念とし、循環型社会にふさわしい廃棄物処理・リサイクル施設として、新たなごみ処理施設

の整備を行う計画です。 

生活環境影響調査は、組合が計画する新たなごみ処理施設の整備に当たって、対象の施設が周辺地

域の生活環境に及ぼす影響をあらかじめ調査し、その結果に基づき、周辺地域の環境保全に配慮した

きめ細やかな対策等の予測・評価を行い、施設の計画に反映するためのものです。 

本書は、生活環境影響調査報告書（以下「調査書」という。）の概要をとりまとめたものです。 

施設の概要 

項 目 施設の概要 

事業の種類 一般廃棄物中間処理（焼却、破砕・選別）施設設置事業 

事業の場所 兵庫県多可郡多可町中区奥中・徳畑地内 

敷地面積 約 4.6 ha 

エネルギー 

回収施設 

処理方式 ストーカ式焼却炉 

処理能力 52.6 t/日（24 時間稼働） 

煙突排ガス 

自主規制値 

硫黄酸化物:50 ppm 窒素酸化物：50 ppm 

ばいじん：0.01 g/㎥ N 塩化水素：50 ppm 

ダイオキシン類：0.01 pg-TEQ/㎥ N 水銀：30 μg/㎥ N 

リサイクル 

施設 

処理方式 破砕、選別 

処理能力 7.5ｔ/日（5時間稼働） 

施設建設予定地の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■施設計画の概要 

■はじめに 
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施設の配置計画（案） 

施設の配置計画（案）について下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考：実際の配置や規模については、今後のメーカー提案により変更になる場合があります。 

廃棄物運搬車両等の通行台数と通行ルート 

① 通行台数（片道） 

新ごみ処理施設への廃棄物運搬車両等の通行台数を下表に示します。 

新ごみ処理施設への搬入車両台数は、現在西脇市及び多可町のごみ処理を行っているみどり園

における搬入車両の実績（最大値）より設定しました。 

 

路 線 
廃棄物運搬車両等台数（台/日） 

小型 大型 計 

国道 427 号 

多可町北方面より 
1 25 26 

国道 427 号 

西脇市方面より 
38 216 254 

県道 295 号八千代中線 

 中区方面より 
42 246 288 

県道 295 号八千代中線 

 八千代区方面より 
1 6 7 

合計 82 493 575 
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② 搬入ルート 

新ごみ処理施設への搬入ルートを下図に示します。 

新ごみ処理施設への搬入ルートは、多可町北部方面、西脇市方面の国道 427 号から県道 295 号

八千代中線を通るルートと多可町八千代区方面より県道 295 号八千代中線を通るルートです。新

ごみ処理施設への搬入車両の内、約 9 % が国道 427 号北部方面から、約 89 % が国道 427 号西脇

市方面から、約 2 % が多可町八千代区方面からの県道 295 号八千代中線を通行し、新ごみ処理施

設へ至ります。 

なお、廃棄物運搬車両等の搬入時間は、8:00～16：45 の時間帯となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 廃棄物運搬車両等の搬入経路図  
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調査項目の選定 

本調査では、「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」（平成 18 年、環境省）（以下「指針」）

に基づき影響を受ける生活環境影響調査項目について下表のとおり設定しました。 

調査 

事項 

 生活環境影響要因 

 

 

生活環境影響調査項目 

煙突排ガス

の排出 

施設排水の 

排出 

施設の 

稼働 

施設からの 

悪臭の漏洩 

廃棄物運搬 

車両の走行 

大気質 

二酸化硫黄（SO2） ○     

二酸化窒素（NO2） ○    ○ 

浮遊粒子状物質（SPM） ○    ○ 

塩化水素（HCl） ○     

ダイオキシン類（DXN） ○     

水銀（Hg） ○     

浮遊粉じん   ○   

騒音 
騒音レベル   ○  ○ 

交通量     ○ 

振動 振動レベル   ○  ○ 

悪臭 
臭気指数 ○   ○  

特定悪臭物質濃度 ○   ○  

水質 

生活環境項目  △    

健康項目  △    

ダイオキシン類  △    

底質 
暫定除去基準等項目 △     

ダイオキシン類 △     

土壌 
土壌環境基準項目 〇     

ダイオキシン類 〇     

【備考】1.○：は現地調査及び予測・評価を行った項目を示す。 
2.△：は現地調査のみ実施した項目を示す。 

現況調査については、下表に示す日程で実施しました。 

    年月 
 

項目 

令和元年度 令和 2年度 調査期間 

調査回数 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

気象調査             1 年間連続 

大気質調査             7 日間×4季 

騒音・振動調査             平日・休日 各 1日 

悪臭調査             1 回×2季 

水質調査             1 回×2季 

底質調査             1 回×1季 

土壌調査             1 回×1季 

■調査等の実施 

■生活環境影響調査の対象項目 
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■現地調査地点  

 

現地調査地点について、下図に示します。 

・気象については、建設予定地内１地点 

・環境大気質については、建設予定地周辺地域４地点 

・道路沿道大気質については、廃棄物運搬車両等の走行ルート上４地点 

・環境騒音・振動については、建設予定地敷地境界４地点と周辺地域４地点 

・道路環境騒音・振動については、廃棄物運搬車両等の走行ルート上４地点 

・悪臭については、建設予定地敷地境界４地点と周辺地域４地点 

・水質については、翠明湖２地点、建設予定地周辺ため池（蛇池）１地点、仕出原川１地点 

・底質については、蛇池、糀屋ダム管理所の２地点 

・土壌については、建設予定地敷地境界１地点と周辺地域３地点 

以上で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現地調査地点位置図  
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■調査・予測結果の概要 
 

 

気象調査結果 
 

最多風向 平均風速 平均気温 平均湿度 

北 0.8 m/s 14.6℃ 82 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 気象調査結果（風配図） 

 

大気質現地調査結果・煙突排出ガスによる予測結果 

・調査、予測の概要 

エネルギー回収施設の稼働に伴う排出ガスについて、周辺地域で現地調査を行うとともに、施設稼

働後の影響について予測を行いました。 

 

・調査、予測の結果 

予測の結果、いずれの項目についても環境保全目標値を下回っていました。 

また、参考にダイオキシン類の寄与濃度の等濃度線図（コンター図）を８頁に示します。 

【排出ガスによる影響 年平均値（二酸化硫黄（SO2）、二酸化窒素（NO2））】 

項目 調査・予測地点 
現況濃度 

① 

寄与濃度 

② 

将来濃度 

③＝①+② 

評価値 

④ 

環境保全目標値 

判定 基準値 

二酸化

硫黄

（SO2） 

単位：

ppm 

門前公民館 0.0013 0.000030 0.00133 0.0040 〇 

日平均値 

0.04 以下 

グリーンプラザ 0.0018 0.000031 0.00183 0.0050 〇 

徳畑公民館 0.0010 0.000112 0.00111 0.0036 〇 

仕出原住民センター 0.0018 0.000051 0.00185 0.0051 〇 

最大着地濃度地点 0.0010 0.000309 0.00131 0.0040 〇 

二酸化

窒素

（NO2） 

単位：

ppm 

門前公民館 0.0020 0.000030 0.00203 0.0068 〇 

日平均値 

0.04～ 

0.06 以下 

グリーンプラザ 0.0030 0.000031 0.00303 0.0088 〇 

徳畑公民館 0.0015 0.000112 0.00161 0.0060 〇 

仕出原住民センター 0.0028 0.000051 0.00285 0.0084 〇 

最大着地濃度地点 0.0015 0.000309 0.00181 0.0064 〇 

備考：1.最大着地濃度地点の現況濃度は、出現位置に最も近い徳畑公民館の値を採用しました。 
   2.寄与濃度は、施設からの排出ガスによる増加濃度を示します。 
   3.評価値は、環境保全目標値（環境基準）と比較するため将来濃度（年平均値）を二酸化硫黄は日平

均値の 2 % 除外値、二酸化窒素は日平均値の年間 98 % 値に変換しています。 
   4.最大着地濃度地点は、煙突の南側約 50 m の位置  

Ｎ
ＮＮＥ

ＮＥ

ＥＮＥ

Ｅ

ＥＳＥ

ＳＥ

ＳＳＥ
Ｓ

ＳＳＷ

ＳＷ

ＷＳＷ

Ｗ

ＷＮＷ

ＮＷ

ＮＮＷ

33.6

calm

25 50

%

調査期間の平均風速は、0.6 m/s～1.1 m/s

で年平均値は 0.8 m/s でした。 

調査期間中の最多風向は北からの風で、

５月から８月は南方向からの風が、その他

の時期は北方向からの風の頻度が高くなっ

ていました。 

 

※)calm は静穏（風がない状況）率を示しま

す。 
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【排出ガスによる影響 年平均値（浮遊粒子状物質（SPM）、ダイオキシン類（DXN）、水銀（Hg）】 

項目 調査・予測地点 
現況濃度 

① 

寄与濃度 

② 

将来濃度 

③＝①+② 

評価値 

④ 

環境保全目標値 

判定 基準値 

浮遊粒子

状物質

（SPM） 

単位：

mg/m3 

門前公民館 0.0105 0.000006 0.0105 0.032 〇 

日平均値 

0.10以下 

グリーンプラザ 0.0088 0.000006 0.0088 0.029 〇 

徳畑公民館 0.0093 0.000022 0.0093 0.030 〇 

仕出原住民センター 0.0090 0.000010 0.0090 0.030 〇 

最大着地濃度地点 0.0093 0.000062 0.0094 0.030 〇 

ダイオキ

シン類

（DXN） 

単位：

pg-TEQ/m3 

門前公民館 0.0096 0.000006 0.0096 － 〇 

年平均値 

0.6 以下 

グリーンプラザ 0.0141 0.000006 0.0141 － 〇 

徳畑公民館 0.0072 0.000022 0.0072 － 〇 

仕出原住民センター 0.0077 0.000010 0.0077 － 〇 

最大着地濃度地点 0.0072 0.000062 0.0073 － 〇 

水銀（Hg） 

 

単位： 

μg/m3 

門前公民館 0.0017 0.000018 0.0017 － 〇 

年平均値 

0.04以下 

グリーンプラザ 0.0018 0.000019 0.0018 － 〇 

徳畑公民館 0.0018 0.000067 0.0019 － 〇 

仕出原住民センター 0.0017 0.000031 0.0017 － 〇 

最大着地濃度地点 0.0018 0.000185 0.0020 － 〇 

備考：1.最大着地濃度地点の現況濃度は、出現位置に最も近い徳畑公民館の値を採用しました。 
   2.寄与濃度は、施設からの排出ガスによる増加濃度を示します。 
   3.浮遊粒子状物質の評価値は、環境保全目標値（環境基準）と比較するため、将来濃度（年平均値）

を日平均値の 2 % 除外値に変換しています。 
   4.最大着地濃度地点は、煙突の南側約 50 m の位置 

 

【排出ガスによる影響 １時間値（最大着地濃度地点：煙突から風下約 500 m の位置）】 

項目 寄与濃度 
基準値等 

項目 寄与濃度 
環境保全目標値 

判定 基準値 判定 基準値 

二酸化硫黄（SO2） 

単位：ppm 
0.0016 〇 0.1 以下 

浮遊粒子状物質（SPM） 

単位：mg/m3 
0.0003 〇 

0.20 

以下 

二酸化窒素（NO2） 

単位：ppm 
0.0016 〇 

0.1～

0.2 以下 

塩化水素（HCL） 

単位：ppm 
0.0016 〇 

0.02 

以下 

備考：寄与濃度は、特定気象条件（大気安定度不安定時）の予測結果となります。 

 

【粉じん調査結果】 

調査地点 単位 調査結果 環境保全目標値 

建設予定地敷地境界北側 

mg/m3 

0.01 未満 

1.5 以下 
建設予定地敷地境界東側 0.01 未満 

建設予定地敷地境界南東側 0.02 

建設予定地敷地境界南西側 0.01 未満 

 

供用開始後の施設の稼働に伴う粉じんの発生及び降下ばいじんの発生が周辺環境に影響を及ぼす

ことが考えられますが、作業については建屋内で行い、粉じん等の飛散防止に努めるなどの環境保全

対策を講じることから、その影響は軽減されるものと考えられます。 
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供用後の廃棄物運搬車両等の走行による二酸化窒素、浮遊粒子状物質の影響 
 

・調査､予測の概要 

供用後の廃棄物運搬車両等の走行ルート上において現地調査を行うとともに、排気ガスの道路沿道

への影響について、予測を行いました。 

 

・調査､予測の結果 

調査、予測の結果、いずれの項目についても環境保全目標値を下回っていました。 

 

【廃棄物運搬車両等の走行による二酸化窒素】                  単位：ppm 

予測地点 

年平均値 評価値 

（NO2） 

（日平均値） 

環境保全目標値 

調査結果 

（NOx） 

調査結果 

（NO2） 

寄与濃度 

（NO2） 

将来濃度 

（NO2） 
判定 基準値 

多可町健康福祉センター

周辺 
0.0045 0.0028 0.00063 0.0034 0.013 〇 

日平均値

0.04～0.06

以下 

奥中公民館 0.0033 0.0023 0.00035 0.0026 0.012 〇 

中コミュニティプラザ周

辺 
0.0063 0.0038 0.00079 0.0045 0.014 〇 

門田橋横墓地周辺 0.0035 0.0020 0.00005 0.0021 0.011 〇 

備考：評価値（予測結果）は、日平均値の 98 % 値を示しています。 
 

【廃棄物運搬車両等の走行による浮遊粒子状物質】               単位：mg/㎥ 

予測地点 

年平均値 
評価値 

（日平均値） 

環境保全目標値 

調査結果 

（a） 

寄与濃度 

（b） 

将来濃度 

（a+b） 
判定 基準値 

多可町健康福祉センター

周辺 
0.0090 0.000017 0.0090 0.026 〇 

日平均値

0.10 以下 

奥中公民館 0.0075 0.000010 0.0075 0.023 〇 

中コミュニティプラザ周

辺 
0.0105 0.000027 0.0105 0.030 〇 

門田橋横墓地周辺 0.0083 0.000004 0.0083 0.025 〇 

備考：評価値（予測結果）は、日平均値の 2 % 除外値を示しています。 
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新ごみ処理施設の稼働に伴う騒音・振動の影響 

・調査、予測の概要 

新ごみ処理施設の稼働による騒音・振動の影響の有無、程度について、敷地境界線上及び周辺地域

で現地調査を行うとともに、施設稼働時における騒音・振動レベルを距離減衰式等により定量的に予

測を行いました。 

 

・調査、予測結果 

① 騒音 

敷地境界線上で最大となる敷地境界南東側における現地調査結果及び予測結果を示します。新ご

み処理施設の稼働による騒音は環境保全目標値を下回っていました。 

また、周辺地域の寄与騒音については、いずれの地点においても 30 dB 未満と予測されました。 

 

【新ごみ処理施設の稼働による騒音】                        単位：dB 

予測地点 時間帯 
現況調査結果 

（①） 

予測結果 

（②） 

合成値 

（①+②） 
環境保全目標値 

敷地境界南東側 

朝 （6:00～8:00） 46 33 46 50 

昼間（8:00～18:00） 48 48 51 60 

夕 （18:00～22:00） 46 33 46 50 

夜間（22:00～6:00） 36 33 38 45 

備考：環境保全目標値は、騒音規制法に基づく規制基準（第 2種区域）としました。 

 

② 振動 

敷地境界線上で最大となる敷地境界東側における現地調査結果及び予測の結果を示します。新ご

み処理施設の稼働による振動は環境保全目標値を下回っていました。 

また、周辺地域の寄与振動については、いずれの地点においても 30 dB 未満と予測されました。 

 

【新ごみ処理施設の稼働による振動】                        単位：dB 

予測地点 時間帯 
現況調査結果 

（①） 

予測結果 

（②） 

合成値 

（①+②） 
環境保全目標値 

敷地境界東側 
昼間（8:00～19:00） 30 未満 41 41 60 

夜間（19:00～8:00） 30 未満 30未満 30未満 55 

備考：環境保全目標値は、振動規制法に基づく規制基準（第 1種区域）としました。 
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供用後の廃棄物運搬車両等の走行による騒音・振動の影響 
 

・調査、予測の概要 

供用後の廃棄物運搬車両等の走行による騒音・振動の道路沿道への影響について、現況調査及び予

測を行いました。 

 

・予測結果 

① 騒音 

予測の結果、いずれの地点についても環境保全目標値を下回っていました。 

 

【廃棄物運搬車両等の走行による騒音】                        単位：dB 

予測地点 
等価騒音レベル（LAeq） 

環境保全目標値 
現況調査結果 寄与分 予測結果 

多可町健康福祉センター周辺 64.2 0.1 64 

70 以下 

奥中公民館 59.5 3.2 63 

中コミュニティプラザ周辺 67.2 0.9 68 

門田橋横墓地周辺 62.3 0.1 62 

備考：1.予測結果は昼間（6：00～22：00）のエネルギー平均値。 
2.環境保全目標値は、環境基準「幹線交通を担う道路に面する地域（昼間：70 dB）」としました。 

 

② 振動 

予測の結果、いずれの地点についても環境保全目標値を下回っていました。 

 

【廃棄物運搬車両等の走行による振動】                        単位：dB 

予測地点 
振動レベル（L10） 

環境保全目標値 
現況調査結果 寄与分 予測結果 

多可町健康福祉センター周辺 30 未満 0.4 30 未満 

65 以下 

奥中公民館 34 9.3 43 

中コミュニティプラザ周辺 35 3.4 38 

門田橋横墓地周辺 31 0.0 31 

備考：1.予測結果は昼間（8：00～19：00）の寄与振動が最大となる時間帯の値。 
2.環境保全目標値は「道路交通振動に係る要請限度（第 1種区域）」としました。 
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供用後の施設からの悪臭の影響 

・調査、予測の概要 

施設供用前の悪臭の現況について調査するとともに、供用後の施設からの悪臭の影響について以下

に示すものが考えられるため、調査・予測の対象としました。 

① 煙突排ガスに伴う悪臭（アンモニア） 

② 施設からの悪臭の漏洩 

このうち、煙突排ガスに伴う悪臭については、焼却炉内において 850℃以上の高温で燃焼すること

から臭気成分は分解・除去されますが、その後の排ガス処理工程において脱硝のためにアンモニアを

噴霧することから、未反応分のアンモニアが残留し煙突排ガスとして排出される可能性を考慮し、プ

ルーム式を基本とした計算式により定量的に予測しました。施設からの悪臭の漏洩については現地調

査結果及び環境保全対策を検討することにより定性的に予測しました。 

 

・調査地点 

現況調査は、建設予定地敷地境界の４地点及び周辺地域４地点で実施しました。 

 

・調査結果 

調査の結果、全調査地点で環境保全目標値を下回っていました。 

 

項 目 単 位 調査結果 環境保全目標値 

特定悪臭物質 ppm すべて規制基準値未満 悪臭の一般地域の規制基準値 

臭気指数 － 10 未満 － 

 

・予測結果 

① 煙突排ガスに伴う悪臭（アンモニア） 

煙突排ガスに伴う悪臭（アンモニア）の予測を行った結果、悪臭（アンモニア）濃度は、最大 0.0011 

ppm と予測され、一般地域の規制基準値（1 ppm）を下回っていました。 

 

② 施設からの悪臭の漏洩 

現況調査結果より特定悪臭物質については、すべて定量下限値未満であり規制基準値を下回って

おり、臭気指数についても 10 未満と臭いの感じられる状況ではありませんでした。供用開始後の施

設からの悪臭の漏洩が周辺環境に影響を及ぼすことが考えられますが、以下に示す環境保全対策を

講じることから、その影響は軽減されるものと考えられます。 

 

・プラットホームの出入り口には、シャッター等を設置し、臭気が外部へ漏れない構造とする。 

・ごみピットの空気を焼却炉の燃焼用空気として利用し、臭気成分の高温分解を行う。 

・ごみピットの内部を負圧に保ち、外部への悪臭の漏洩を防止する。 

・脱臭装置を設置し、焼却炉運転停止時の悪臭の漏洩を防止する。 
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供用後の施設の稼働に伴う土壌の影響 

・調査、予測の概要 

施設供用前の土壌の現況について調査するとともに、供用後の施設からの土壌への影響については、

煙突排ガスから発生するダイオキシン類の土壌への蓄積を想定し、予測の対象としました。 

 

・調査地点 

現況調査は、建設予定地敷地境界１地点及び周辺地域３地点で実施しました。 

 

・調査結果 

調査の結果、全調査地点で環境保全目標値を下回っていました。 

 

項 目 単 位 調査結果 環境保全目標値 

土壌環境基準項目 
mg/L 

mg/kg 
すべて環境基準値未満 土壌環境基準値 

ダイオキシン類 pg-TEQ/g 0.051～22 1,000 

 

・予測結果（参考値） 

煙突排ガス中のダイオキシン類が土壌へ影響する場合を想定し参考値を算出した結果、最大着地

濃度地点範囲（煙突より 50 m 以内の円内）で、最大 2.7 pg-TEQ/g（1 年間）と予測され、環境保全

目標値（1,000 pg-TEQ/g）を下回っていました。また、稼働を予定している 30 年間での蓄積につい

ても、81.8 pg-TEQ/g と予測され環境保全目標値を下回っていました。 

 

項 目 単 位 予測結果（最大値） 環境保全目標値 

ダイオキシン類 pg-TEQ/g 
2.7（ 1 年間） 

81.8（30 年間） 
1,000 
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現況調査結果及び予測・評価結果を踏まえ、地域の環境保全に努めるため適切な環境保全対策を実

施します。 

・事業の実施に伴う環境保全対策 

項 目 実施する環境保全対策 

大気質 供用後の施設

の稼働による

影響 

・排出ガスについては、法規制値より厳しい自主規制値を設定し、遵守す

る。 

・信頼性の高い、最新の排ガス処理装置を採用し、有害物質を除去する。 

・焼却炉内の適正な燃焼管理を行うことにより、有害物質の発生を抑制す

る。 

・作業については建屋内で行い、粉じん等の飛散防止に努める。 

廃棄物運搬車

両等の走行に

よる影響 

・廃棄物運搬車両等が走行速度や積載量等の交通規制を遵守するよう、運

転手への指導監督を徹底する。 

・廃棄物運搬車両等の運転に際しては、急加速等の高負荷運転、必要以上

の暖機運転（アイドリング）や空ぶかしなどをしないよう徹底する。 

・廃棄物運搬車両等の日常及び定期的な点検・補修を行い、維持管理を適

切に行う。 

騒音・ 

振動 

供用後の施設

の稼働による

影響 

・騒音が発生する機器類は建屋内に収納又は吸音材の使用など音源対策を

実施し、騒音の拡散を防止する。 

・振動が発生する機器類には、強固な基礎や防振ゴム等による対策を行う。 

・機器類の日常及び定期的な点検・補修を行い、維持管理を適切に行う。 

廃棄物運搬車

両等の走行に

よる影響 

・廃棄物運搬車両等が走行速度や積載量等の交通規制を遵守するよう、運

転手への指導監督を徹底する。 

・廃棄物運搬車両等の運転に際しては、急加速等の高負荷運転、必要以上

の暖機運転（アイドリング）や空ぶかしなどをしないよう徹底する。 

・廃棄物運搬車両等の日常及び定期的な点検・補修を行い、維持管理を適

切に行う。 

悪臭 施設からの悪

臭の漏洩 

・ピット内を負圧に保ち、外部への悪臭の漏洩を防止する。 

・ピットやプラットホーム等の臭気の発生源となる場所では、周辺への漏

洩を考慮し防臭区画を整備する。 

・ピットから換気ファンにより収集した臭気を持つ空気は、燃焼用空気と

して利用することで燃焼脱臭を行う。 

・炉停止時など燃焼脱臭できない場合は、脱臭装置により処理を行う。 

水質 供用後の施設

の稼働による

影響 

・プラント排水はクローズドシステムの採用により、施設外への放流は行

わない。 

 

土壌 供用後の施設

の稼働による

影響 

・排出ガスについては、法規制値より厳しい自主規制値を設定し、遵守す

る。 

・信頼性の高い、最新の排ガス処理装置を採用し、有害物質を除去する。 

・焼却炉内の適正な燃焼管理を行うことにより、有害物質の発生を抑制す

る。 

  

■環境保全対策 
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本事業の実施に伴い、建設予定地及びその周辺地域の環境保全を図るとともに、環境要素ごとに講

じる環境保全措置の効果や予測・評価の不確実性を補うため、事後調査を実施する計画です。 

なお、事後調査計画は今後発足する環境保全協議会（仮称）での協議により、測定項目、頻度、場

所は変更になる場合があります。 

 

項 目 頻 度 測定場所 

大気質 4 回／年 煙突出口 

騒音 1 回／年 敷地境界 

振動 1 回／年 敷地境界 

悪臭 1 回／年 敷地境界 

水質（雨水） 

水質（浸透水） 
4 回／年 

敷地排水口 

敷地内観測孔 

周辺環境 

ダイオキシン類 

（大気・水質・底質・土壌） 

2 回／年 
環境保全協議会（仮称）での協議

による 

 

 

 

本事業の実施に際し、調査対象として選定した大気質、騒音、振動、悪臭、水質、土壌の各項目に

ついて、それぞれの現況調査、環境に及ぼす影響の予測・評価を行ったところ、調査対象としたすべ

ての項目について環境保全目標を満足すると評価されました。本事業の実施に際しては、「調査書」

に記載した環境保全措置を適正に履行し、環境に及ぼす影響を最小限に留めるよう努めて参ります。 

これらのことから総合的に見て、本事業の実施が地域の環境の保全に支障ないものと評価しました。 

 

 

■総合的な評価 

■事後調査計画 

－お問い合わせ先－ 

西脇多可行政事務組合 資源循環課 

〒677-0012 兵庫県西脇市富吉南町 262-1 

TEL：0795-22-8801 FAX：0795-23-8887 

 
 

－生活環境影響調査を受託したものの氏名及び住所－ 

氏名：公益財団法人ひょうご環境創造協会 

住所：神戸市須磨区行平町 3丁目 1-18 


